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とヒスピ

ある日、2匹は出会い、あっというに
お互いのことが好きになりました。ナメクジのヒスピー。

ヒスピーの背中におうちは必要ありません。

カタツムリのヒルジー。
ヒルジーは立派なおうちを背負っています。

ヒスピーはヒルジーみたいになりたく
て、おうちを背負いました。

しかし、おうちはヒスピーには重すぎ
ました。

2匹はいつまでも一緒にいたいと思い
ました。

ヒスピーもよく考えてみました。

私はヒルジーのおうちが好き、そのま
まのヒルジーが好き。

ヒルジーとヒスピーの恋は終わろう
としていました。

どっちにしても一緒にはいられません
。

ヒルジーはよく考えてみました。
ヒスピーの背中におうちは必要ない。
ぼくはそのままのヒスピーが好きだ。

もしかしたら、これが本当の愛の形な
のかもしれません。

お互いを変えようとせず、ありのまま
の相手を受け入れる。

こうして2匹は、前よりももっと愛し
合うようになり、

E一緒に幸せに暮らしました。

翻訳: 平松亜矢

ヒルジーはヒスピーみたいになりたく
て、おうちを背中からおろしました。
すぐに寒くなって震えはじめてしまい

ました。


